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　「今思えば、僕は独りぼっちだった」
　これは、私が小学校の教員になって13年目に初
めて特別支援学級を担任したときに出会った子ど
もの言葉です。５年生からの２年間担任をした彼
が、そんな思いを持っていたことを私が知ったの
は卒業を目前にした頃でした。
　私が彼のことを知ったのはまだ２年生の時で、
彼は授業中に教室の外や運動場にいることもあ
り、いつもそばで教職員が見守っていました。ま
た、職員会議では、人との関わりが苦手で周りか
らの刺激に過敏な彼への配慮についてよく話題に
上りました。そのため私は「この子が人との関わ
りの中で嫌な思いをしないためにはどうしたらい
いのだろう」と、彼への配慮ばかりに気を使って
いました。
　私が彼の担任をすることになったとき、私は
「どうすればこの子とうまく関われるだろう」と
不安を感じていました。しかし、実際に関わって
みると彼はおしゃべりが好きで、飼ってみたい生
き物や好きなユーチューバーの話、家族の話な
ど、自分からたくさん話をしてくれました。ま
た、休み時間にドッジボールをするのを楽しみに
していて、チャイムが鳴ると運動場で友達が出て
くるのを待っていることもありました。

　私はそんな姿を知り、彼のほんの一面だけしか
知らずに、彼と積極的に関わろうとしてこなかっ
たことに気付きました。そして「この子のことを
もっと知りたい」「この子や特別支援学級の子ど
もたちが同じ学年の子どもたちと安心して共に学
ぶことができる場を、子どもたちや他の教職員と
一緒につくっていきたい」と思いました。
　子どもたち同士が学び合う授業や学校行事、休
み時間などを通して、仲間と共に過ごし共に学ぶ
経験を少しずつ積み重ねていく中で、彼には、
「この仲間と一緒に過ごしたい」「この仲間に自
分の思いを伝えたい」という思いが芽生えていき
ました。そのような思いや、これまでの自分の気
持ちを振り返って語ったのが冒頭の言葉だったの
ではないかと思います。
　彼に「独りぼっちだ」と思わせていたのは、彼
のことを知りもせず積極的に関わろうとしてこな
かった私自身だったと思います。私は彼から、自
分から積極的に関わり、その人のことを知ろうと
することが、その人の思いや生き方を知り、自分
自身がその人との間につくっていた壁をなくして
いくことにつながると教えてもらいました。
　そのようなことに気付かせてもらったからこ
そ、自分から人に積極的に関わり、その人のこと
を知ろうとすることで、障がいがあってもなくて
も共に生きることができる社会をつくっていくた
めに「私」にできることは何なのかを考え続けて
いきたいと思います。

彼が気付かせてくれたこと
コ ラ ム

差別を解消することを目的とした３つの法律を知っ
ていますか？
　国は、差別を解消することを目的として、平成28
年に人権に関する新たな３つの法律(人権三法)を施
行しました。「障害者差別解消法」においては、障
がいを理由とする不当な差別的取り扱いを禁止し、
障がいのある人から申し出があった場合に合理的配
慮の提供を求めることなどを通じて共に生きる社会
(共生社会)の実現を、「ヘイトスピーチ解消法」に
おいては、特定の民族や国籍の人々を排斥する不当
な差別的言動を解消し、互いに違いを認め、人権を
尊重し合う社会の実現を、「部落差別解消推進法」
においては、部落差別の解消を推進し、部落差別の

ない社会の実現を、それぞれ目指しています。
　人権三法が施行されてから今年で９年目を迎えま
す。しかし、依然としてインターネット上における
差別を助長する書き込みや不動産売買における土地
差別などの人権侵害事案が発生しています。基本的
人権が尊重され、自由で平等な社会を実現すること
は、全ての人々の強い願いであり、社会生活におけ
る基本的人権の侵害は、いかなる理由があっても許
されません。
　私たち一人一人が、あらためて人権三法について
学び知ることで、自らの人権意識を高め、全ての
人々の人権を守り、明るく住みよい社会を築いてい
きましょう。


